歴史を記録するということ、あるいは隠蔽への抵抗  : シンポジウム記録 by 土屋 昌明 & 前田 年昭






























                                                          
1 前田年昭「歴史をつくるのは誰か 下放、すなわちスタイルの根底的転換＝文体革命を！」鵜飼哲他編
『津波の後の第一講』岩波書店、2012 年、所収。 
2 Michelangelo Antonioni, China Chungkuo.（1973 年）。フランス語字幕からの下澤和義訳、行は適宜お
いこんである。ただし当日の字幕は中国語だった。 






























































てしまったか、あるいは今まさに変わりつつある」。これは 1964 年 5 月に語った毛沢東の言
                                                          

































ただ、トップ 7 人の常務委員中の二人（李克強と王岐山）、二人とも 7 人のなかではマトモ
な方だと私は思うのですけど、彼らがフランス革命の前夜を描いたトクヴィルの『旧体制と大
革命』を愛読書に挙げて、ほっといたら、ほんとに「中国でフランス革命のような革命が起こ
                                                          
1 China: To the money born, The Financial Times, March 29 2010。Lobbying, a Windfall and a Leader’s 
Family, Chinese Insurer’s Regulatory Victory Proved a Boon to Premier’s Relatives, The New York 
Times, November 25, 2012. 
2 「习近平反常，王岐山要有大动作」、2013 年 1 月 2 日、2012 年的最后一日，中共新任总书记习近平主持
政治局会议，首次部署 2013 年反腐工作，并确定将于一月召开第十八届中央纪律检查委员会第二次全体会
议。 



























































































土屋 歴史の問題を考えると、たとえば今の文革の期間の問題ですね、一番はじめに 66 年か
ら始まったかどうかの問題があるし、76 年で終わったかというのも問題になるわけです。そ
れで、どこまで行ったのかという問題が、意見の違いを理解するのにわかりやすいと思うんで









































































衛兵を識別する大きなメルクマールとしての 8 月 18 日の天安門広場における毛沢東接見の意
                                                          
1 矢吹晋『文化大革命』講談社現代新書、1989 年。 
2 印紅標「我的第一张“马列主义大字报”」『二十一世纪』香港 1996 年 8 月号。 
3 印紅標「“文化大革命”中的社会性矛盾」『党史研究』1997 年第 2 期。 
4 印紅標「红卫兵运动的主要流派」『青年研究』1997 年第 4 期。 






























                                                          
1 印紅標「中国における文革研究と文革の記憶」鈴木健郎訳『専修大学社会科学研究所月報』第 559 号、
2010 年 1 月 20 日、1～18 頁。 
2 印紅標「歴史再訪―アントニオーニの『中国』を見る」鈴木健郎訳『専修大学社会科学研究所月報』第
591 号、2012 年 9 月 20 日、3～10 頁。 






























































                                                          
1 矢吹晋『尖閣問題の核心』花伝社、2012 年。 
2 原文をそのまま引用します――Japanese prime minister insists that “There is no doubt that the 

























フロア 亜東書店の小川です。私は 1988年から 90年まで天安門事件をはさんで 2年、北京の
外国語学院に留学していました。胡耀邦が亡くなったあと、学生運動のなかで留学生を集めて
                                                                                                                                                       
Senkaku islands are Japan’s inherent territory in terms of history and international law,” Noda said. 
“There is no problem of sovereignty.” He is lying to Japanese. China is not the only one who doesn’t 
recognize Japan’s sovereignty over these islands; Washington does not accept Japan's claims either. A US 
Congressional report published on Sept. 25 said Washington has never recognized Japan's sovereignty 
over the Diaoyu Islands (known in Japan as Senkaku).［ワシントンは断じて釣魚/尖閣諸島に対する日本の
主権を認めたことはない］The report said the US recognizes only Japan's administrative power［米国は日
本の行政権、施政権だけを認めた］over the disputed islands in the East China Sea after the Okinawa 
Reversion Treaty was signed in 1971. China had no diplomatic relations with US and Japan at the time 
and the transfer was done without China’s consent.［沖縄返還協定の当時、中国は米国や日本と外交関係が
なかったので、返還は中国の同意なしに行われた］Professor Yabuki is an honest man.［野田首相は国民に
ウソをついている。ヤブキは、このウソを批判した］――Author : David Clark (IP: 76.126.173.181, 
c-76-126-173-181.hsd1.ca.comcast.net) URL : http://profile.yahoo.com/RYDGMIWTR5R4LUT5JTMSRVLRZQ 
Whois : http://whois.arin.net/rest/ip/76.126.173.181 
















てないのは日本です。ウィキリークスは 2 年前、2010 年 6 月 4 日に、北京のアメリカ大使館
から国務省に宛てた秘密電報を暴露した。これを用いて英『テレグラフ』紙は、「Tiananmen, 















































































                                                          
1 増淵龍夫『歴史家の同時代的考察について』岩波書店、1983 年。 
2 蕭島泉『共和國三次哲学大論戦』香港文匯出版社、2007 年。 










































































































































                                                          
1 池谷薫監督『蟻の兵隊』は、山西省に戦後強制残留させられ、帰国したら勝手に残留したと、軍人恩給
を拒否された事件を描いた。 





























                                                          
1 園田直『世界・日本・愛』第三政経研究会、1981 年。 
2 張香山『中日関係管窺与見証』当代世界出版社、1898 年、90～91 頁。 
3 ［追記］『朝日新聞』の悪口をもう一ついいます。2013 年 2 月 8 日に園田天光光夫人のインタビュー「政
界離れ、人形通して平和願う」と題したインタビューがあります。「主人は命がけでした。出発当日は水風
呂をつくきりました。我が家にはお湯と水、二つの風呂おけがならんでいました。何かがあると、水風呂
に入って体を清めてぶつかっていった。水杯をして送り出しました。帰ってこられないかもしれない、と
いう気持ちだったと思います」。これが未亡人の証言だ。一国の外相がこのような決意で成功させた交渉の
記録が存在しないとは、どういうことか。『朝日』がこのインタビュー記事を掲げたこと自体はよいが、他
方で、政治面では一貫して権力に迎合して「尖閣棚上げの記録はない」とする政府のウソを平然と書き散
らし続け、恬として恥じない。私にはまるで理解できない精神構造である。 
